










































































?Métier of the Clinical Philosophy
考えを変えること
　第１日（８月27日）４時からの開会式に




































Richard Smith??? Reflection and







Philosophical Counseling and Teaching:






























































































Métier of the Clinical Philosophy
　続いて、Jean-Luc Thill? Creative
































Eulalia Bosch: A Philosophical Approach
to Contemporary Art: Looing out Loud
　は欠席し（後でとてもよかった、来なく
て損したぞと皆に言われた。）その後の分
科会 Richard Morehouse: Philosophical





































































Wright: Philosophical Counseling at




































Métier of the Clinical Philosophy
　午後の全体会、学会最後のプログラムは
Emmy Van Deurzen: Speech is Silver,
Silence is Golden: Philosophical
Consultancy or Psychotherapyである。
内容の濃い発表だと思ったが、詳しい内容
については中岡先生の報告に譲りたい。
「子どものための哲学」から学び得ること
　「子どものための哲学」の様々な実践に
共通しているのは、「子どもと大人が共に
自ら考える」ことである。大人が子どもに
哲学を教えるのではない。それが広く実践
され反省が積み重ねられていることに刺激
を感じずにはいられない。
　しかし、「子どもと大人が共に自ら考え
る」ことを「哲学」に限る必要はないだろ
う。「他の人と共に自ら考えること」は、日
本の小学校の従来のカリキュラムも目指し
てきたことであり、少なくとも理念として
は常に掲げられていたことである。にもか
かわらず、それがほとんど実現されていな
いのはなぜか。その一つに「考える」とい
う営みに対する根本的な誤解があるのでは
ないか。それを反省するヒントを「子ども
のための哲学」の実践と反省の蓄積は与え
てくれると私は考える。哲学の伝統をもた
ない日本において、「子どものための哲学」
を直輸入することは難しいだろうし、また
そうすることにそれほど意味があるとも思
えない。「子どものための哲学」という独
立した科目・時間を設けるというよりもむ
しろ、様々な教科や活動を通じて「他の人
と共に自ら考えること」を学ぶ環境を整え
ていく際に、「子どものための哲学」を生
かすべきではないだろうか。「子どものた
めの哲学」の専門家として教室に入らなく
ても、その他の学科のカリキュラム作成や
教員養成のプログラム作成に参画すること
ができる。
　また、「他の人と共に自ら考えること」を
真剣に考えれば、教室の構造や、教室内の
コミュニケーションのあり方などを考え直
さなければならなくなる。マリスが指摘し
ているように、教員中心のコミュニケー
ションの支配する教室では、哲学すること
はできないのである。このように、「子ど
ものための哲学」は教室や学校のあり方そ
のものを考え直すことを促す。
　さらに、「子どものための哲学」は、中
等教育において、いやモアハウスも報告し
ているように高等教育においてすら、どの
ように哲学の教育がなされるのがよいのか
を考える上で有力なヒントになる。学説史
の知識を得ることにはそれなりの意味があ
ろう。しかし、それが「他の人と共に自ら
考えること」と結びつくものでないとすれ
ば、それはもはや哲学ではない。引かれ古
された言葉だが、「人は哲学を学ぶことは
できない、ただ哲学することを学ぶことが
できる」のである。そして、既に明らかだ
と思うが、「子どものための哲学」は、臨
床哲学の研究・教育のあり方を考えるうえ
でも参考になるだろう。
（てらだとしろう・博士後期課程）
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